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結核 菌 の発 育 に不 適 当 な条 件 と化 学療 法

II.INHお よびSMの 抗結核性に及ぼすPAS前 処理の影響
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   Bactericidal activity of INH and  SM to Mycobacterium tuberculosis H 37 Rv after exposure to 

PAS were evaluated in vitro by means of Silicone-Coated Slide Culture Method (SSC) . 
   According to the results obtained, it is shown that bactericidal activity of INH after 

exposure to PAS for a week, is lowered only in the series in which the culture media containing 

serial dilution of INH are not replaced, and it is not lowered in the series in which the culture 

media containing  INH are replaced freshly once a week. 

   As for SM, the diminishing trend of bactericidal activity is not observed in every series 

of the experiment.

[A]緒 論

われわれはPASが 結核菌に対してかなり強い静菌力

を持ちながら殺菌力は非鴬、こ弱いとい う特徴ある性質を

示す化学簾法荊であることを知つているc同 時 にINH

あるいはSMと 併用しても,INHま たはSM単 独の殺

菌効果予あまり増強されないことも認めているη.そ こ

でPASと い う薬剤を臨床に用いることの意味はともか

く,試 験管内実験的に殺菌効果を指標とする限りにおい

ては,PASに 対 してあま り大きな期 待を持ちえないと

考えられる。むしろPASを 用いることによつて結該菌

の発育に不適当な環箋を作 り出す結果となり,ひ いては

他離の効果を滅弱させる恐れもないではない毒そこで静

菌効果は認めるが殺菌効果の少ない濃度のPASに 結核

菌を接触させて結核菌の発育を揮翻し.そ の状態でINH

またはSMを 引続き作弔させた場合に,そ の援の菌発育

に どのような影響が菱われるかを知るためにこの実験を

行なつた。

[B]実 験 方 法

実験には前報と同様にSilic◎ne-c◎atedSlideCultUre

法(SSC法 声 を用いた。ただ今回は可及酌に石油ベ ン

ジンの影 響 を除 くことを目的として,Siltic◎ne-c◎ated

Slide(SS)に 付着させた結咳茜を薬剤を含まない培地で
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2日 間培養した後薬剤作用を開始した。前処理に用いた

PASの 濃度は1mcg/mlお よび10　mcg/mlの2段 階と

し,前 処理の期間は1週 間とした,1週 間前処理後生理

的食塩水で3回 ずつSSを 洗浄し,あ らかしめ作製した

INH,ま たはSM希 釈列に投入し4週 間薬剤を使用させ

たゆ培地は10%牛 血 清加キルヒナー培地を使用したΦ

またINHは1週 間1回 交換群と4週 間非交換群とを検

討したe薬 剤濃度は第1管 をINHは1,　 OOO　mcg/ml,

SMは10,　 ooo　mcg/mlと し倍数希釈法で第19管 まで

とした¢判定は前報と同様に行ない,判 定時期は薬剤使

用(INHま たはSM)4週 間後,生 理的食塩水で3回 洗

浄し,薬 剤非含有培地に移して4週 間37℃ で培養した

後である。

[C〕　実　験　成　績

　表1に 示す通 りPAS　 1　mcg/ml,10　 mcg/mlの 前処理

はINHの 殺菌効果をINH非 交換群に限つて減 弱させ

る。INHで も培地を交換した群はPAS　 1　mcg/ml,10

mcg/mlの 前処理で影響を受けていないe

　表2は 同様にSMの 殺菌効果に対するPAS前 処理の

影響を検討 したものである.SMの 場合はPASの 前 処

理で影響を受けていない。

[D】　総括および考案

　前報では培養温度を下げることによつて発育に不適当

な条件を作つたが,本 編では薬剤を利用して菌発育に不

利な条件を作つて検討した◎相違点は,物 理化学的な面

を別としても,前 報ではINHを 作用させた全期間を低

温 としたが本報ではINHま たはSMを 作用させる前に

のみ同様な条件を設定したことにある。 したがつて前報

と同様の条件を薬剤で作るとすれぽPASに よる前処理

1週 間に引続いてINHあ るいはSMとPASを 併用作

用させることであるが詳細は次報で述ぺたい癖

　さてINHを1週 間に1回 交換 した群にはPAS前 処

理の影響が出ず,INHを4週 間1度 も交換 しなかつた群

のみに影響が出るのはなぜであろ うか、PASの1週 間前

処理により結核菌は発育にきわめて不都合な状態にある

と考えられる。この状態の結核菌にINHま たはSMを

作用させるわけであるから,INHま たはSMの 作用は

その作 用開 始 時には弱いものと推測できる麟ところが

INHを 交換することにより,　INHの 分解による力価の

低下を補い・ しかもPAS前 処理の影響が少なくなる過

程で新 しい薬剤が作 用するのであるからその殺 菌効 果

は・PAS前 処理のなかつた場合に近いと考えられる。し

か しSMの 場合にどうして同様な結果にならないかにつ

いては・SMの 培地内で分解 される速度がおそいためで

はなかろうかと想燥されるが,も ちろん確証はない
.今

後さらに検討したいと考えている,ま た生体内で同様な

現象が起こるかどうかも別問題であろう鯵

〔E]結 論

　試験管内実験でINHお よびSMの 人型結核菌H・37

Rv株 に対する殺菌力を,あ らか じめPASに 一定期間

接触させた場合について検討 した.

　 成績によると・PASで 前処理をするとINHの 人型結

核菌に対する殺菌効果がINH非 交換群に限つて減弱し,

INH交 換群およびSMに ついては殺菌力の減弱は認め

なかつた◎
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